
  
 

 

～互いに学び合い高め合う草内(くさじ)っ子の育成～ 

    
今 年 を 振 り 返 っ て 

 

今年も残すところあと9日となりました。思えば今年1月の学校だよりに『今年2020

年は十二支（じゅうにし）でいうところの「子年（ねどし）」であり、十干（じっかん）と

十二支を組み合わせた干支（えと）では「庚子（かのえね）」です。「庚子」は変化が生まれ

る状態、新たな生命がきざし始める状態なので、全く新しいことにチャレンジするのに適し

た年と言えるそうです。』と記しましたが、これまでに経験したことがない新型コロナウイ

ルス感染拡大というこの１年は、ある意味新しいことにチャレンジしなければならない１

年だったとも言えます。 

新年度が６月に始まり、夏休みも縮小、修学旅行、林間学習、運動会といった行事が軒並

み中止となり、日常生活においても３密を避けるということで全員が体育館に集まること

も叶いませんでした。さらには、歌やリコーダー、調理実習などの授業にも制限がかかりま

した。とりわけ授業において対話が制限されたことは、本校にとっては子どもたちの対話を

通して考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりといった「主体的・対話的で深い学び」

を追究していく上で非常に残念なことでした。 

このような状況の中で、「今までやってきたことができない。」「何もかもどうせ無理。」と

考えてしまった人も、もしかしたらいたかもしれません。ですが、こんな時だからこそ、今

までの当たり前にとらわれることなく、「できるかもしれない。」というふうに発想を転換し

ていくことが大切なのではないでしょうか。そうして、全校草抜大会、体育参観、田辺高校

経由でクイズラリーをした５年生の校外学習、２・３年生合同の校外学習、リモートを利用

して現地に行かずに見学、体験を行った授業等々、「新しい生活様式」を意識しながら、新

たな発想でいろいろな取組を進めてまいりました。 

保護者、地域の皆様はもちろんのこと、田辺高校や甘南備園、京都市動物園など多くの皆

様のご支援を受け、教育活動を進められましたことに対し、感謝の気持ちでいっぱいです。 

年が明けて１月以降も世の中の状況がどうなるかは全く予想がつきません。ですがそん

な予測不可能な困難な未来においても、子どもたちがしっかりと生き抜いていくことがで

きる力を身に付けられるよう来年以降も全教職員一丸となって教育活動を進めてまいりた

いと思います。 

最後になりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、手洗い、うがい、検温、

マスク、手指消毒等々、保護者の皆様に大変お世話になりました。いつ、誰が感染しても全

くおかしくない状況でありますが、おかげさまで本校ではそのような事態を招くことはあ

りませんでした。どうかこの長期休業中におきましても、引き続き自分が感染しないよう、

また周りの人たちにうつさないよう、感染対策を十分行っていただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

２０２１年、令和３年が良い年でありますように。 

校長 中村 一雄 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１２月２２日 

京田辺市立草内小学校 
http://www.kyotanabe.ed.jp/

nc21/kusauti-es/htdocs/ 

冬休み号 くさじ 
ココロつながる 

くさじっこ 

 ６年生のトシタカは、いつも少し生意気で偉そうな奴でした。コウヘイは、物静かで

控えめ目でいつも機嫌よく遊んでくれました。夕方遅くまで運動場でドッジをして遊

びました。私は、コウヘイには走りや鉄棒、給食を食べる速さで絶対負けませんでし

たが、勉強はかないませんでした。理科の「てこ」のテストで惨憺たる結果になった時

も、彼はさらりと 100点をとり、悔しいけれど羨ましいクラスメイトでした。 

３年前の同窓会で彼の顔を見つけました。昔と全然変わっていません。私は彼に

「僕のこと覚えてる？」恐る恐る声をかけました。「覚えてるよ。秋の球技大会のＰＫ

でお前がゴール決めたから１組は優勝したやん！」記憶からほとんど消えかかってい

た遠い出来事が、昨日のことのように蘇りました。「そんなこともあったよなー。」横

からトシタカがニヤリと私の顔を覗き込んできました。私は嬉しさのあまり、涙を流し

て 40年ぶりの再会を抱き合って喜び合いました。 

上原 正章 

 

ココロつながるエピソード 

12月現在の予定です。新型コロナウイ

ルス感染症の影響で行事が変更になる場合

があります。 
 

7 木
短縮４校時
三学期始業式

8 金
短縮４校時
発育測定（５・６年）

12 火
給食開始  委員会
標準学力調査（国語）

13 水
標準学力調査（算数）
発育測定（４年）

14 木
アウトリーチ（３・４年）
発育測定（１・２年）

15 金 発育測定（３年・ひまわり）

19 火
児童朝礼　教育相談日
クラブ

28 木 大なわ大会

29 金 来入児体験入学・入学説明会

1月行事予定 

標準学力調査について 

 1月 1２日（火）、1３日（水）に標準学力調査

が行われます。この取組は、京田辺市内の全ての

小学校で実施され、国語と算数の教科においてど

れだけ理解が深まっているかについて調査する

ものです。冬休みの宿題に加え、ご家庭でこれま

での学習を振り返る時間をしっかりとっていた

だきたいと思います。 

調査結果は保護者の皆様にお知らせするとと

もに、教職員の授業における指導改善に役立てて

いきます。 

ありがとうございました 

大変寒い中、学期末の個別懇談

会、絵画展にご来校いただき本当

にありがとうございました。子ど

もたちの励みになるような声掛

けをぜひお願いします。 

 



保護者アンケートの結果から 
 お忙しい中、また、新型コロナウイルス感染症の影響で例年通りの学校での活動ができておらず、回答し難

い部分もある中、保護者アンケートへご協力いただき、本当にありがとうございました。アンケート結果につ

いてお知らせさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○改善が必要な項目 

 問 9「学校は清潔で掃除が行き届いている」（C＋D 回答４６％） 

 問１１「学校の施設･設備については、学習環境として満足できる。」（C＋D 回答３３％） 

 【保護者の方からのご意見】 

 ・トイレが古くあまりきれいな印象がない。 

 ・施設自体が古い。トイレなどの改修をしていただきたい。 

＊ 例年トイレについての意見を多くいただきており、学校としても京田辺市への改善要望を出していま

す。しかし、すぐ改修工事が行われるという状況ではありません。修理が必要な箇所についてはその

都度、実施するなど、できる範囲のことはしっかりと実施していきたいと思いますのでご理解をお願

いいたします。 

 

 問１０「学校は、行事や授業参観等の機会を多く設けている。」（C＋D 回答２７％） 

 ・コロナ禍で仕方がないとは思うが、学校公開などの日を設定してほしい。 

 ・運動会や修学旅行、林間学習がなくなったのが残念。ほかの市では実施しているのになぜ。 

＊ とても多くのご意見をいただきました。新型コロナウイルス感染症予防の観点からではありますが、

子どもたちにつらい思いをさせてしまっていることは、本当に申し訳なく感じております。市の方針

もあり様々な行事が中止になりましたが、体育参観や各学年の校外学習、6 年生の修学旅行代替行事

や PTC での「夜の校内散策」などの行事を設定させていただきました。3学期も「できない」ではな

く、「できることはないか」との思いを持ちながら学校行事を設定していければと思います。様々な意

見がある中ではありますが、「子どもたちの笑顔のために」ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 「あいさつ」「下校のようす」 

 ・あいさつをしても返ってこないことがある。 

 ・下校時、広がって歩いていて危ない 

＊ いただいたご意見の中で多かったものの１つに「あいさつ」があります。学校でも

登校や下校時の見守り隊の方々、地域の方々へのあいさつの弱さを感じています。

また、下校時の交通マナーについても地域仲良し会などで指導をさせていただいております。子ども

たちが安全に気持ちよく過ごすためにも、今後も継続して指導していきたいと思います。 

 

○肯定意見が多い項目 

問１７「子どもは楽しく学校に行っている」（A＋B 回答９３％） 

問１８「子どもは、好ましい友人関係を持って生活している。」（A＋B回答９２％） 

問２５「子どもと家でよく話をしている。」（A＋B 回答９５％） 

・些細なことでも褒め、認めてくださることで子ども自身に自信やチャレンジする勇気が芽生えてきた。 

・コロナ禍の中、先生方が一生懸命工夫をし、関わっていただいているおかげで子どもたちがのびのび過ご

している様子が伝わってくる。 

＊ 今年度は、臨時休校から始まり様々な行事の中止、新しい生活様式での学校生活の開始など、これま

で経験したことのない 1 年を過ごしています。教職員も手探りで進め、まだまだ不十分な点がたくさ

んあった中で、このようなご意見をいただけたことを本当に感謝しております。また、子どもたちの

学校生活が楽しいものになっているのは、保護者の皆様の学校へのご理解・ご協力があってこそだと

痛感しております。今後とも楽しい草内小学校であり続けるために、一人一人を「大切」にした教育

を進めてまいります。今後もご家庭としっかり連携を取っていきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 
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子どもたちは、学校のルールや社会のルールを守っている。

学校は、子どもによく分かるよう授業の工夫をし、学力の向上に積極
的に取り組んでいる。

学校は、複数の教員による指導、少人数グループによる授業など、効
果的な方法で学習指導の工夫に努めている。

学校は、子どもたちが元気に遊び、仲良く学習できる雰囲気である。

学校は、子どもの健康や体力づくりの取組を進めている。

学校は、安全指導に積極的に取り組んでいる。

学校の施設･設備については、学習環境として満足できる。

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導を進めている。

子どもは、楽しく学校に行っている。

学校は、行事や授業参観等の機会を多く設けている。

子どもは、基本的な生活習慣を身に付けている。

子どもたちは、あいさつや返事ができる。

子どもたちに地域の行事や自然を参加・体験させる機会をよく設けて
いる。

子どもは、学校のことをよく話している。

学校は、家庭・PTA等と連携した取組をしている。

子どもは、授業が分かりやすいと言っている。

子どもは、進んで家庭学習に取り組んでいる。

子どもは、健康や安全に気をつけて生活している。

学校は、子どものことで相談や連絡にきめ細かく誠意のある対応に努
めている。

子どもは、好ましい友人関係を持って生活している。

学校は、地域と連携し、子どもたちにふるさとを大切にする取組を進
めている。

学校は、清潔で掃除が行き届いている。

子どもに勉強を教えたり、勉強のことについて話す機会を積極的に設
けている。

学校は、子どもの様子を学校･学年だより･ホームページ等で分かりや
すく伝えている。

学校は、教育方針を、学校だより･ホームページ･説明会･懇談会等でわ
かりやすく伝えている。

子どもと家でよく話をしている。

SNSやスマートフォンの利用について、子どもとその危険性を話し合
い、ルールを決めている

☆３学期はじめの下校時刻について☆ 

1月 7日（木） 始業式（短縮４校時） 下校１２：１０頃 

１月 8日（金） 短縮４校時      下校１２：１０頃 

１月１２日（火） 給食開始（通常校時） 下校１４：５０頃（１～４年） 

         委員会          １５：４５頃（５・６年） 

 


